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【要約】 

平成元年度生まれの富山県在住の児童を対象とした富山

出生コホート研究(富山スタディ)の 3 歳時データと小学 4

年時のデータ(平成 11 年 11 月末現在までに入力済のデー

タ)とのリンクを行い、3歳時の児童・両親の体格と生活習

慣・食生活と小学4年時の肥満化との関連を評価した。総

対象者10117名に対して解析対象者は6113名(60.1%)。 

平均追跡期間は6.1年。追跡期間中のBMIの変化率(小学4

年時の BMI-3 歳時健診時の BMI)/(3 歳時健診時の

BMI)x100(%))が 10%以上増加したものを肥満化と定義し

た。ロジスティック回帰分析を用いて、3 歳時の体格・生

活習慣・食生活の小学4年時の肥満化への寄与を評価した。

その結果、両親の肥満、ファーストフード、卵、インスタ

ントフードの摂取頻度が多い、魚類、大豆、野菜の頻度が

少ない、朝食の欠食、不規則な間食、遅い就寝時刻、短い

睡眠時間が肥満化のリスクを高めることが、示唆された。

小児期の肥満の 40%程度が成人期においても肥満であり、

年齢が上がる毎に関連は強くなる。今回の研究から、すで

に3歳時の生活習慣・食生活がその後の肥満化のリスクと

なる事が示唆された。したがって、肥満の予防対策には 3

歳時からの対策が重要である。 

 

【緒言】 

 

先進諸国において肥満小児の率は年々増加傾向にある。

日本人の小児におても例外ではなく、肥満小児の率は年々

増加し、現在、20年前の約3倍の10%程度が肥満とされる。

短期間の間に小児肥満が増加したことから、運動不足や長

時間のテレビの視聴などの生活習慣および、総カロリーに

占める脂肪摂取の増加などの食生活の変化が、原因として

注目されている。 

成人期の肥満の治療は容易ではなく、また小児期に肥満

であった人の 40%程度は成人期においても肥満である事か

ら、小児期における肥満発生段階でのリスクを同定する亨

は、肥満の予防や対策に資すること大である。欧米におい

てはいくつかの小児の大規模疫学研究が存在し、肥満発生

のリスクの同定が進められているが、本邦においては幼少

時期からの、長期間の、大規模なコホート研究はなく、こ

の領域のデータが不足している。 

我々は、平成4年4月から富山県在住の平成元年度生ま

れの児童約 10000 人を対象とした出生コホート研究(富山

スタディ)を行っており、その中で生活習慣や食生活と肥満

との関連を明らかにしてきた。今回平成11年度に第3回の

悉皆調査を行い、過去のデータとのリンクによる、6 年間

の追跡による生活習慣や食生活と肥満との関連を明らかに

したので報告する。そして、今回はとくに小児の睡眠と肥

満の問題について言及したい。 

 

【対象・方法】 

 

富山スタディは平成元年度生まれ(平成元年4月2日から

平成2年4月1日生まれ)の富山県在住の児童全員を対象と

した、出生コホート研究である。第1回調査は平成 4年 4

月から6年 3月まで、対象者の3歳児健診時(受診時の児童

平均年齢3.5歳(範囲 2.8-4.3歳))に、体格測定及び質問票

による生活習慣(食習慣、運動習慣、睡眠習慣)・食事内容・

家族歴を中心とした調査をおこなった。第1回調査時の対

象者は 10177 名で 3 歳時の質問票の回収数は 9674 名

(95.1%)であった。第 2回は、対象児童が小学1年生である

平成8年 6月に実施された。そして、今回、第3回調査が

平成11年 6月に実施された。対象児童は全員小学4年生で

ある。各小学校を経由して児童に質問票が配布され、児童

と保護者が回答して、各小学校を経由して大学に回収され

た。その際、この調査への説明を文書にて行い、保護者の

文書による同意を得た。回収数は 9293 名(回収率89.0%)。

そのうち、平成11年11月現在で入力が終了した8310名の

うち、過去の調査にも参加しID番号が確認できた7537名

のデータと3歳時のデータとのリンクを行い、両方の調査

で肥満度の基準としてBody-mass index(BMI;体重(㎏)/(身

長(m))2)が児童で算出可能であった 6113 名(総対象者の

60.1%)を解析対象とした。(ただし生活習慣との関連につい

ては無記入による欠損値があるため、変数毎の総対象者を、

表中の変数横の括弧内に示した。)平均追跡期間は 6.1 年

(範囲 5.1-7.0年)であった。 

3 歳時の時点での肥満の定義は児童、両親とも各集団の

10パーセンタイル以上を肥満と定義した。その結果、児童

はBMI17.5以上、父親はBMI26.4以上、母親はBMI24.5以

上が肥満と定義された。両親の肥満の値は父親は日本肥満

学会における肥満の範鷹に、母親は過体重の範疇に入る。 

追跡研究における肥満化の指標としては一般的な指標は

ないが、今回は、6年間でのBMI の変化率((小学 4年時の

BMI-3歳時健診時のBMI)'(3歳時健診時のBMI)x100(%))を

算出した。この指標は、今回の集団において平均値 8.00

標準偏差 14.3 とする正規分布とみなせる分布を示した。

BMI変化率が6年間で10%以上を肥満形成と定義した。 

統計解析は、ロジスティック回帰分析を用いて3歳時の



各変数の小学4年時の肥満化への寄与を評価した。各変数

単変量での評価、および、調査開始時の年齢、性、追跡期

間、両親の体格で調整した調整オッズ比を算出した。統計

解析にはSPSS(7.5.1J)を用いた。 

 

【結果】 

 

3 歳時の児童の体格および両親の体格と肥満化の関連に

ついての結果を表 1に示す。3歳時の児童、両親がそれぞ

れ肥満の場合に、小学4年時の肥満化のオッズ比が有意に

高値を示した。 

3 歳時の児童の食事内容と 6年間での肥満化との関連を

表2に示す。 

魚類、大豆類、野菜類は摂取頻度が少なくなるほど肥満

のオッズ比が有意に高値を示した。逆に卵類、インスタン

ト食品、ファーストフードは摂取頻度が多くなるほど肥満

のオッズ比が有意に高値となった。肉類、乳製品の摂取頻

度と肥満との関連は認められなかった。 

3 歳時の児童の生活習慣と 6年間での肥満化の関連につ

いての表3に示す。 

食習慣では、朝食を毎日食べるに対して、欠食傾向にな

るほど有意にオッズ比が高値となった。間食では、間食を

与える時間を決めているのに対して、不規則になるほど肥

満のオッズが有意に高値を示した。外食の回数は回数が多

くなるほどオッズ比は高値となるが、有意ではなかった。 

運動習慣では、同世代の児童と比較して活発である児童

に対して、活発でないとする児童は有意にオッズ比が低値

を示した。運動時間では、平日1日 30分未満の運動時間の

児童に比べて運動時間が長くなると若干オッズ比が上昇し

たが有意ではなかった。 

睡眠習慣では、起床時刻は8時以降に起床する児童に対

して起床時刻が早くなるほどオッズが低値を示したが有意

ではなかった。また就寝時刻が遅くなるほど、また、睡眠

時間が短くなるほど量反応的にオッズ比は高値を示した。 

 

【考察】 

 

以上から3歳時の体格・生活習慣のその後の肥満化のリ

スクのなるものとして、3 歳時の児童および両親の肥満、

食習慣における朝食の欠食と不規則な間食の摂取、睡眠習

慣における遅い就寝時間と短い睡眠時間があげられる。運

動習慣においては聞き方で結果が一致しなかった。食生活

では魚、大豆、野菜などの和風の食事に含まれると考えら

れる食材は、摂取頻度が少ないほど肥満形成と関連した。

逆に、インスタントフード、ファーストフード、卵といっ

た洋風の食事に多く含まれると考えられる食材は、摂取頻

度が多いほど肥満形成と関連することが示唆された。 

 

両親の体格と肥満形成 

両親が肥満の場合、児童が後に肥満となる可能性が高い

事は、他の過去の研究よりよく知られている。過去の富山

スタディの小学1年生時の解析で、肥満の両親を持つ子ど

もは他の子どもに比べて、朝食の欠食傾向、テレビの視聴

時間が長い、運動不足、就寝時刻が遅い、睡眠時間が短い

などの肥満と関連する生活習慣を持つ比率が高いことが示

唆されており、このことが遺伝的な要因のほかに環境的要

因として、両親が肥満の場合に児童が肥満化する原因とな

っていると考えられる。 

 

食生活と肥満形成 

日本人の肥満の比率が増加している原因の一つとして、

総カロリーに対する脂肪摂取比率が増加が考えられている。

今回の研究において、卵類、インスタント食品、ファース

トフードはいずれも脂質に富む食事であり、それらの摂取

頻度が多いほど肥満のオッズが高くなるという結果は、他

の研究結果とも一致する。逆に魚類、大豆類、野菜類は摂

取頻度が少ないほど肥満のオッズ比が高いという事は、こ

の群では脂質に富む洋風の食事を多く取っており、その結

果、和風の食事が少ないということと肥満とが関連すると

いう交絡の可能性がある。更なる検討が必要である。 

 

生活習慣と肥満形成 

3 歳時の横断的解析において朝食の欠食、不規則な間食

は肥満と関連していたが、今回縦断的にも肥満形成と関連

する事が示唆された。しかしながら、その生物学的メカニ

ズムは必ずしも明確ではない。今後の研究が待たれる。 

運動習慣と肥満形成に関しては、今回、同世代と比較し

て活発であるかという主観的な評価の場合は、活発でない

ほど肥満のオッズが低かったが、逆に、運動時間という客

観的な指標では肥満形成とは関連がなく、一致した結果は

得られなかった。過去の欧米の研究でも、運動習慣と肥満

との関連については必ずしも一致しておらず、運動不足が

後の肥満と関連するというものと、関連しないとするもの

とがある。運動習慣と肥満との関連についての結果が一致

しない原因としては、用いている肥満度の指標が異なる事

も原因として考えられる。今回、肥満度の指標として BMI

を用いたが、BMI は皮脂厚との相関が強く、また血清脂質

や血圧値、耐糖能異常、高インスリン血症などとも関連が

あり、肥満の指標として有用ではある。しかし、運動によ

る筋骨格系の発達によってもBMIは増加するため、運動に

よるBMIの増加を肥満形成群に含めるという誤分類により、

正確な評価ができていない可能性がある。皮脂厚により肥

満形成を評価した場合は異なる結果が出る可能性があるが、

大規模疫学研究では現実的ではなく、今後規模を小さくし

て同一の質問票を用いて、皮脂厚で再評価してみる必要が

あると思われる。 



今回の研究の中で特筆すべき新しい知見の一つとして、

遅い就寝時刻や短い睡眠時間が、縦断的に肥満形成と量反

応関係のあるリスクの一つである可能性が示唆された事が

挙げられる。特に覚醒時刻では関連がなかった事から、一

睡眠時間の短縮は就寝時刻が遅い事によってもたらされて

いると考えられる。 

過去の富山スタディ3歳時、小学 1年時の横断的な評価

の中で、就寝時刻が遅い場合と短い睡眠時間は共に肥満と

関連する因子である事が示唆されている。しかし縦断的な

評価においても肥満形成と関連するとする研究は、欧米の

研究を含めて過去にない。横断的な研究では、睡眠時間と

肥満との因果関係は不明であるが、今回の研究により、睡

眠時間の減少が肥満形成をもたらす可能性が示唆されたと

いえる。 

しかしながら、睡眠時間と肥満形成に関する生物学的メ

カニズムは不明である。過去の実験研究から、成長ホルモ

ンの分泌は睡眠依存性に分泌され、特に睡眠前半の3時間

の間に1日のほとんどが分泌されるが、この分泌量が睡眠

時間の減少により、減少する事が関連している可能性があ

る。成長ホルモンは蛋白合成のほか、夜間の脂肪分解に重

要な役割をになっている事から、睡眠時間の減少により成

長ホルモン分泌が減少し、脂肪分解が抑制されて肥満形成

をもたらす可能性がある。 

しかし、睡眠時間の減少が、他の生活習慣、例えばテレ

ビの視聴時間の増加などによる交絡の結果なのかは不明で

ある。残念ながら3歳時の質問票にはテレビの視聴に関す

る質問が含まれていなく、この点については評価できない。

しかしながら6歳時の横断的研究で、テレビの視聴時間な

ど調整した後でも睡眠時間と肥満との関連は残っており、

交絡による可能性は低いと考えられる。 

現在、小児の睡眠不足の問題は深刻で、学校保健会のサ

ーベイランスによると、学童期の 40%程度の生徒は睡眠不

足と日中のねむけを訴えており、年々増加の傾向にある。

睡眠不足は、日中の集中力や活動性の低下や様々な精神的

な問題とも関連するため、肥満形成の問題を含めて今後詳

細な検討が必要であろう。 

 

【結論】 

 

3 歳時からの 6年間での追跡研究により、両親の肥満、

朝食の欠食、不規則な間食、遅い就寝時刻、短い睡眠時間、

洋風の食事が、肥満化のリスクのある因子である事が示唆

された。この中で、睡眠時間と肥満形成との関連は、今回

の研究での新しい知見であり、小児の睡眠不足の問題が深

刻化している事を考えると、生物学的メカニズムを含めた

詳細な検討が今後必要である。 








